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ヒ ト 切 歯 乳 頭 は 、 硬 口 蓋 の 最 前 方 正 中 に 隆 起 と し て 認 め ら
れ る 。 そ の 深 部 で は 、 骨 口 蓋 に あ る 切 歯 管 の 開 口 部 で あ る 切
歯 孔 か ら 鼻 口 蓋 神 経 が 粘 膜 下 に 出 て 、 硬 口 蓋 前 方 の 口 腔 粘 膜
を 支 配 し て い る こ と が 知 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 そ の 組
織 学 的 構 造 や 神 経 の 分 布 に つ い て は 過 去 の 報 告 が ほ と ん ど な
さ れ て お ら ず 、 い ま だ に 不 明 な 点 が 多 い 。 本 研 究 で は 、 ヒ ト
切 歯 乳 頭 を 含 む 口 腔 組 織 の 構 造 を 調 べ る と と も に 、 そ れ ら の
組 織 に お け る 機 械 的 刺 激 や 侵 害 刺 激 に 対 す る 感 覚 受 容 に つ い
て の 知 見 を 得 る た め に 、 s o d i u m  c h a n n e l  a l p h a  s u b u n i t  7  
p r o t e i n ( S C N 7 A ) 、 p r o t e i n  g e n e  p r o d u c t  9 . 5 ( P G P  9 . 5 ) 、
S u b s t a n c e  P  ( S P )、 c a l c i t o n i n  g e n e - r e l a t e d  p e p t i d e ( C G R P )、
t r a n s i e n t  r e c e p t o r  p o t e n t i a l  c a t i o n  c h a n n e l  s u b f a m i l y  V  
m e m b e r  2（ T R P V 2） 陽 性 神 経 線 維 の 分 布 を 明 ら か に し た 。  
ヘ マ ト キ シ リ ン ー エ オ ジ ン（ H E）染 色 に よ り 切 歯 乳 頭 で は 、
他 の 口 腔 組 織 に 比 べ 上 皮 稜 が 発 達 し て い る こ と が 明 ら か と な
っ た 。 ま た 免 疫 染 色 に よ り ヒ ト 口 腔 組 織 に お い て は S C N 7 A、
P G P  9 . 5 陽 性 神 経 線 維 が 固 有 層 の 上 皮 直 下 に 観 察 さ れ た 。 そ
れ ら の 神 経 線 維 は 硬 口 蓋 で は 切 歯 乳 頭 で 最 も 豊 富 で あ っ た 。
さ ら に 、 こ れ ら の 神 経 線 維 の 形 態 を 詳 細 に 分 析 し た 結 果 、
S C N 7 A 陽 性 反 応 が 被 覆 性 小 体 終 末 の 被 膜 に 存 在 す る こ と が 明
ら か と な っ た 。 被 覆 性 小 体 終 末 の う ち 被 膜 が 層 板 構 造 を 有 す
る も の で は 、 P G P  9 . 5 陽 性 軸 索 が コ イ ル 状 に 走 行 し 、 そ れ ら
の 形 態 か ら マ イ ス ナ ー 小 体 と 考 え ら れ た 。 そ れ ら の 分 布 は 上
唇 粘 膜 お よ び 上 唇 皮 膚 の 固 有 層 乳 頭 の 上 部 に ほ ぼ 限 局 し て い
た 。 一 方 、 層 板 構 造 を 持 た な い 被 膜 を 有 す る 小 体 終 末 は 切 歯
乳 頭 の 上 皮 下 に 最 も 多 く 観 察 さ れ た 。 本 研 究 で は 、 P G P  9 . 5
陽 性 軸 索 の 形 態 に よ り 、 層 板 構 造 を 持 た な い 被 覆 性 小 体 終 末
を シ ン プ ル タ イ プ と コ ン プ レ ッ ク ス タ イ プ に 分 類 し た 。 す な
わ ち 、 P G P  9 . 5 陽 性 の 軸 索 終 末 の 枝 分 か れ が 少 な い も の と 、
枝 分 か れ が 多 く 複 雑 に 絡 み 合 っ て い る も の で あ る 。 ヒ ト 口 腔
粘 膜 に お い て は 、 軸 索 が 糸 球 体 様 構 造 を 呈 す る グ ロ メ ル ラ ー
終 末 の 存 在 が 以 前 か ら 報 告 さ れ て い る が 、 コ ン プ レ ッ ク ス タ
イ プ の 形 態 は 、 そ れ ら の 形 態 と 一 致 し て い た 。 一 方 、 非 被 覆
性 の 小 体 で あ る ル フ ィ ニ 終 末 も ヒ ト 切 歯 乳 頭 な ど に 少 数 観 察
さ れ た 。 S P、 C G R P、 T R P V 2 を 含 む 自 由 神 経 終 末 ヒ ト 切 歯 乳 頭
を 含 む 口 腔 粘 膜 や 口 唇 皮 膚 上 皮 直 下 で ま れ に 認 め ら れ た 。  
以 上 の 結 果 に よ り 、 ヒ ト 切 歯 乳 頭 に お い て は 触 覚 や 圧 覚 な
ど に 関 係 す る 低 閾 値 の 機 械 的 受 容 器 が 豊 富 に 存 在 す る こ と が
示 唆 さ れ た 。 S P、 C G R P、 T R P V 2 を 含 む 侵 害 受 容 器 は ヒ ト 切 歯
乳 頭 お よ び 他 の 口 腔 組 織 で ま れ で あ る か も し れ な い 。  
 
